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Fibrinolyァsicsystem were studied in C. S. F. of normal individuals and of pati-

ents with head trauma. 

Further the same studies were done in healthy dogs and in dogs with experi-

mentally produced brain edema. 
In dogs, the change of proplasminactivator and tr・~·psininhibitors were also 

studi己din the brain tissue. 

The determination for those fibrinol:vsic svstem was done by heated plate method. 

Result obtained were as follows : 
1. Plasmin in C. S. F. of human and dogs were proved in neither normal con・

dition nor in cases with head trauma and with experimental brain edema except the 

case with hemorrhages into C. S. F. 

2. Proactivator was proved in C. S. F. of all cases of human and dogs. 

Proplasminactivator was proved in C. S. F. of human and dogs except four 
fifth of dogs. 

But proplasmin was proved in all cases of dogs and in one third of human 
cases. 

3. As compared with the healthy men and dogs, all cases with head trauma 

showed increased proplasminactivator and proactivator in C. S. F. 

4. In dogs, proplasminactivator and tη・psininhibitors wc1℃ proved in all brain 
tissue. 

5. Increased proplasminactivators was observed in brain tissue of dogs with 

brain edema but the trypsininhibitors did not show any significant changes. 
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c〕 健康犬及び実政的脳浮腫犬の脳実質

第l章緒言

第2章実験材料及び実験方法
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2. 実験方法

a〕 実験的脳浮彊作製法

b) 測定方法

第3章実験成績

1. 健康人及び頭部外傷患者の脳脊髄液中の

Plasmin系

a) Plasmin 

b 1 Proplasmin'.lctiv旦tor

c) Proactivator + Proplasmin 

d) Proplasmin乱ctivator+ Proactivator 

第1章緒 言

近年，諸種ショック時に於いて，血液中のPlasmin

の増加がみられ3これに抑制的に働くOpromazin,V. 

（＇， トAminocapron酸等の投与により，その臨床症状

の改善，或いはその発現をある程度阻止する事が出来

ると報告され，注目を集めて米た．

元来， Plas min系の問題は， 屍血；？i或る条件のもと

に流動性を岡慢するとの事に着眼しp 1893年Dastre1'

により始めて線維素溶解現象と名称され，研究されて

来た問題である．

1906年 Morawitz2)；；；，突然の外傷死に於いて線維

素溶解現象の場大を報告して以来，外科手術時及び手

術後3），精神的不安3り激しい肉体的労働時4)5），叉

HistaminD, Adrenalin iJ:.fJ-J時刊実験的にはモルモ

ットのア十フィラキシ一時6)7), 或いは叉各種岐l心、に

際して3）町線維業溶解酵素（Plasmin1の鳩加する事が

報告されて事た．それと共に，線維業溶解醇素系＆び

その現象の機序の解明のために，種々の研究がfIわれ

て来たが， Plasminを純粋な形で測定する事及びその

Precursor, Activator, Inhibitorの状態を検査する

事が困難なるため充分究明されていない点ボ多かった

が， 近年に至り， Astrup及びその協同研究島町10））））に

よって，一応次の如く解明された．

1. 血液中には，線維素滋解昨索 1Plasmin）及び

酵素原たる Proplasmin，のあり， 又夫マの抑制物n
(Inhibitor）が千手在し，互に均衡を保っている．

2. 更に， Proplasminを賦活する物質（Proplas・

minacti，・川Ol'I及びその前段階物質（Proactivatorl 

ボ存在しF ニれも叉夫々抑制物質が存自ーしている．

3. えProactivatorを賦前し Activatorに変える

物質＜Lysokinase）がJ(ll中及び飢餓中に有在し，夫々

2. 健康犬及び脳浮！瞳犬の脳脊髄液中のPlasmin

系

a) Plasmin 

b) Proplasminactivator 

c) Proactivator + Proplasmin 

d) Proplasminactivator + Proactivator 

3. 健康犬及ぴ脳浮腫犬の脳実質中のPlasmin系

a) Proplasminactivator 

b) Trypsininhibitor 

第4章総括並びに考按

第5章結論

抑制物質も存在している．

4~ 正常に於いて，これらは互に均衡状態に保たれ

ているがp これが病的状態に置かれると，その均衡が

破れ3先ず臓器中のTissuelysokinaseが遊離して血

液中に入仇それによって血液中の Proactivatorが

Activatorに変化し，又一方臓揺中の Activatorが遊

離しP それらの Activatorによって Proplasminが

Plasm inに変化し，増加して線維素溶解現象を起す．

以上の如く，血液中の Plasmin系に関しては殆ん

ど解明されるに至ったが，又一方尿中のPlasm.in系に

関しでも研究され，尿中には Plasminは存在しない

がp Proplasminactivator及び Inhibitorが存在し，

諸種疾忠及びショック時にはそれらの僧加を認めたと

のMacfarlane及び Astrup等幾多の研究報告があり

l!> 13)1<) 15)16)17) 18），又車I畑中にも Tissuekinaseの他

Plasmin, Proplasminactivator及び Inhibitor等の

存在が報告されている．更に，報告例は少ないが，脳

脊髄液中の Plasmin系に関しても， Casein分解法に

より， 正常時にはPlasminは存在しないが24)25），日本

Gf~ L 紡核性髄膜炎及び化険性髄膜炎等，脳及び鑑膜

の炎症時には出現を認めl5)"8＞，父Proplasmin,Plas-

mininhibitor, Proactivatorの存花も報告されてい

る27l.

著包も今回，人及び犬を（!l!.ぃ，健康時l脳脊髄液中の

Plasm in系を検索すると共にそれらの脳外傷時に於け

る変動を追求し，又同時に犬の脳実質中のPlasmin系

に！対しても検討を加えてみたのでここに縦告する．

第 2章実験材料及び実験方法

］.実験材料

al 健康人及び頭部外傷患者の肱脊髄液

健康人と第 I表に示す如き頭部外傷息者の駿維穿刺



脳脊髄液及ぴ脳実質中の P!asmin系に関しての研究

第 1表頭郊外傷受傷例（人）
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120 // 

約 6時間後死亡

により採取した脳脊髄液で，受傷者では外傷受傷後大

体5時聞から48時間以内に採取したものである．

bl 鍵~犬及び実験治主浮堕犬の脳脊髄液

第2,3表に示す如き，休重約5kgより llkgの成犬を

使用LP 後述する方法により実験的にiJi'~iア引 を起させ

第2表健康群（犬）

健康瀞（犬） 悩 ¢ 脳脊髄液の性状

＼け i体重・性合水量圧 血性二；γiブンデ
i I s句会 : 40 I cー） （（ー）｜（ー）
z I s 合 ；60 Iー） ｜（ー）｜（ー）

3 I e ♀ ！ 70 ! （ー） ｜（ー）｜（ー）
4 1 9 ♀ h1門 eoI c←）｜（ー）｜（ー）
5 I 11 合 I76.7 i 40 ' （ー） ｜（ー） I c-i 
6 I s 合 ｜π.1 1 10 1 cー） ｜（ー） ! (-) 
1 I s 合 ！77.6 I 10 I cー）！（ー）｜（ー｝
s 1 s 合 ；76.l I 40 ・ rー）: （ー）｜（ー）
9 I e 23 1π.8 I 60 l （ー） I cー）｜（ー）
10 I 7 ~ i 77.7 ! 60 i ( -l i （ー） I c-1 

脊髄液

一F
戸
、
j
r

、，，，、
J

、，

、y

、，，
，
、ノ、ー
ノ
＼l
ノ
、』ノ、，，
J

、J

、J
，、
B
F

、，，、
F

、
，
、
ー
ノ
｝
，
、ー、』ノ、
E

ノ

一
－7

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

土

＋

H

廿
H

廿
＋
＋
＋
＋
H

廿
H

廿
＋
H

廿
H

廿
H

廿
H

廿

一

－

（

（

｛

（

｛

（

（

（

「

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

〔

状
一

，
1
1

1

工
小
町
「

叫
コ
一
し
、
l

ノ
）
、J

、J

j

、
ー
、
ノ
）
、
、
j

i

l

ノ、
I

j

、ノ

｝

）

）
、
ノ
）
、
ノ
）

ー
↑ン

ト

ソ

一

＋

＋

土

士

一

土

士

十

件

＋

＋

＋

＋

＋

十

件

＋

＋

件

＋

朴

－
r

r

k

〆『‘、〆『‘、
r
，、，
s
、一
〆，、〆
t

、
／目、〆
4

・、
、

f

／a
、，
t

rl

，t
‘、
，，
rt

、j
，、

f
‘、
｛
！
〆
l

〆l
l

の
一
ノ
ア

た犬の後NP？！ ＇.穿 ~ljにより採取した脳脊髄液である．

c) 健J素犬及ひ実験的態浮贋犬の脳実管

前述と同じ健康犬及び脳浮懸犬の一定お：｛立の ：i~実質

皮質及び髄質を使用した．

2. 実験方法

a) 実験的l~浮陸作製法

実験的にl以if.U遣を起させる方法は，頚静脈結禁法28)'

悩表面の空気J:"M!',i・：去。s>,Paraffin塊硬膜外充填法28),

生理的食塩水大槽内注入法制p 重量物落下法2~），硬膜

外：こゴム球を挿入し膨らませて24時間脳を圧迫する方

法30）等種々報告されているJ＞，著者の行った一連の実

験に於いては，脳脊髄液中への出血を避ける必要があ

り，下記の脳振渥法により行った．

第 I図に示す如き，左右振幅0.Bcm，毎分1500回振動

の振塗機械に被倹犬の頭を国定し，30分間及び 1時間

振塗し脳浮援を起させた．

脳脊髄液採取時間l土，箇圧が脳娠塗後大体2時間位

迄は漸次泊力日してiJ＜ぷ，其後の増加は少なく，一応

4時間放置後，後頭m穿刺により採取した．
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の性状
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水を計測したものであるが，健康犬では 76.l～77.8% 

（平均77.2%，標準偏差 0.21）であるのに対し，脳浮

腫例では 77.9～80.8% （平均78.9°o，標準偏差0.25)

でありp この両者の聞にはp 危険率 1%で有意の差が

認められた．

脳合水量の測定方法；わ乾燥重量法p ホルマリン固

定後乾燥法， 10%塩化コバルト液浸漬乾燥法等がある

がp 西山31)はこれらを検討しp 何れの方法によっても

その差のあらわれかたに優劣を認めなかっと報告して

いるので，著者は乾燥重量法によって計測した．

hl 測定方法・・・Heatedplate method 

Plasmin系の検査方法としては，古くはMacfarlan

及びその変法制， Viscosimetryに依る方法制制河内

最近ではHeatedplate method36l37l38J3Qlにより行われ

ているが＇ ；~ .~－は この後者を採用した．この方法協

牛血祭より Fibrinogenを抽出し，各種操作の上，シ

ャーレ中にFibrinplateを作り，これに被検体を滴下

してP その溶解面積を計測するものである．
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＠ マ
その結果は第2,3表にみられる如く p 脳脊髄圧は健

康犬の場合4.0～70mmH20であったのに対し，脳波I]{(J七

では 80～130mrnH20を示した．又脳の合水量は，一定

部位（左側脳回旋回）の脳実質（皮質及び鑑賞）の全



脳脊髄液及び脳実質中の Plasmin系に関しての研究 451 

Fibrinogen抽出法

屠殺場より採取して来た1/10量の M/10オキサラー

ト加牛血液（2000cc）を3000回転15分間O℃で遠心し

て血飛を分離する．この採取した血紫をあらかじめ硫

酸パリウム 50gを入れた容器内にピペットで静かに注

入し＇ 15分間気泡を立てないように静かに携枠して

Prothrombin及び凝固促進因子等を吸着除去した後，

0 °C3000回転15分間遠心する．次いでこの上清に同量

の冷蒸溜水を加え，更にこれに2/3血衆量の冷飽和硫

酸アンモニウムを加え，この際p ガラス棒で撹枠しな

がら泡が立ったらこれを除く．これを更に室温でSOOD

回転約7分間遠心しP この沈溢に 1/2原血祭量の生食

水を加えて，ガラス俸で良く溶解した後，更に原血衆量

の冷蒸溜水を加え，これに更に全量の 1/3量の冷飽和

硫安を加え室温で3000回転7分間前と同様に遠心す

る．この沈漬をpH7.6のVerona!bufferに溶解する．

このFibrinogen液は使用に際してその 1ccをとりガ

ラス棒で撹＃しながら Thrombin液を滴下し，析出

した Fibrinは37℃に30分間放置し，更にtri出しない

ことを確めた後，洗糠，脱水，乾燥して Torsionba-

lanceで計測してその濃度を調べ， 0.15°（；液にして印

用した．

Fibrin plate作製

0.15% Fibrinogen液9mlを直径9111！のベトリシャ

ーレに入れ， Thrombin（持田） 83u/cc 0.2cc宛加え

撹持しながら水平に凝固させF これを 1時間敏督して

85°C30分間加熱した後使用した．

計測方法

後述するように種マ操作を加えた被検液0.03ccをこ

のFibrinplate上に滴下して， 31c 5時間加湿した
ものについて溶解面の長径p 短径の穣をもってその面

積を表わし，更に各シャーレごとに一定qr. （，＇~162u/cc)

の Trypsin溶液を滴下し，その溶解面積を 100とし，

標準としてP これに対する溶解百偵を百分率で表わし

た．

なお原法では37℃で18時間加温後引l!lUしているが，

著者の行った実験ではp Proplasmin （持匠｜）を内用

し，これが大休10時間！日］後で自然活性化するために，

その影響をさけるべく 5時間後に計測した．一応測定

に際しF その都度 Prop!asminの対照を滴下して，そ

の自然活性化の起っていないのを碓めた後／，~lj定した

第3章実験成績

I. 健康人及び頭部外傷患者の脳脊髄液中の Plas-

min系

配 Plasmin 

血液中の Plasmin検査方法と同「浜口夫々脳脊髄

液 Iccに？＜f；｛水 19ccを加えF これを 0.5%酷酸液にて

pHs.2に等電沈澱（硝子電極を用う）し， 3000回転10分

間遠心してその沈きまを調べたがp 血液の場合と異な

りp その沈溢は明らかでなかった．併しながら，一応

上清を捨て沈溢と思われる物にpH7-"1の燐酸緩衝液0.3

ccを加えp その0.03ccを Fibrinplate上に滴下しp

Plasminを検索してみた．又同時に，採取せるままの

状態lご於ける脳脊髄液についてもその0.03ccを滴下

しF 検索した．

正常髄液中にはp Casein分解法による検索方法で，

Plasm inの存在を認めなかったとの報告があるが25),

著者の行った以上の実験方法によっても同様にその存

在を認めなかった．更に頭部外傷患λの髄r夜について

も同様に検索したがp /:f'r1:':1.:.i；著明でない限りp この場

合にも Plasminの出現は認められなかった．

b) Proplasminactivator 

被検脳脊髄液0.5ccl：同量の Proplasmin液（20皿g/

1 cc）を加えp Proplasminactivatorを検索した．第

2図に示す如く，若干例にその出現をみないものもあ

ったがp 健康者例では10例中9同：二，・＇；（ f匁任問でほ22

例中19例にその出現をみp 髄液中に Proplasminacti-

vatorの存在を認めると共にp 頭部外傷受傷者群に於

いてその噌加の傾向が認められた．

第2図！附脊髄液中（人1のProplasminactiYator

l吋健康例,,. . t1！！書仔11

% aへ
11. ヲ

50 

c) Pro!!ciiiatm:+Prop1asrnin 

被検fJ1当脊髄液0.5CCIこVari出se(Lederle)1滴（ 3 mg 

/lee〕を滴下し，！脳脊髄液中の ProactiYatorをIlk,!(

して ActiYatorに変化させP 更にこれを鎚液中に含

まれると忠われるProplasminに作用させてP ぞの溶

解出現を検査した．これは沼3図に示す如し健康者

例では10例中3例（30%）にp 受傷者例では22例中8

例（36.30ふ）にその出現を認めたのみであり，叉その

変動を論ずる事は出来なかった．
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100 

% 

so 

第3図 脳脊髄液中 f人〕のProactivator+ 
Proplasmin 

健』E骨，， r 費f草書例

d) Pr{・pll!sminacti vator+ Proactivatur 

被校脳脊髄液0.5ccに Proplasmin液0.5ccを加え，

更にこれに Varidase液 1滴を滴下して髄液中のPro-

plasminactivatorと l'roacti ¥≪tlurとの両者を同時

に検査してみた．第4図に示す如｜く，この場合には健

康者及び受傷者の全例に溶解を認め，更に受傷者例に

於いては明らかにその別加の傾向が認められた．

第4図 j脳脊髄液中（人〕のPrc.plasminac-

tivator + Proactivator 

'%r 儲f~IJ 量得.J>f91)

2. 健康犬及び鮎浮腫犬の脳脊髄液中のPlasmin

系

a1 Plasmin 

人の脳脊髄液に於けると同様にp 配置費塩析法及び被

検液そのままをFibrinplate上に滴下して Plasmin 

を検索したがp 健康犬及び脳浮腫犬の全例にその出現

を認めなかった．

bJ Proplasminactivator 

前述と同様，被検液0.5ccに Proplasmin液0.5ccを

加えてF Proplasminactivatorを調べたが，人の場

合その約90%に出現したのに反し，犬の脳脊髄液では

第5図 脳脊倣液中（犬〕のProplasminactivator

i~r 健康例 A&; i~I量仔，，

so 

第 5図に示す如く，健康犬10例中2例，脳浮腫犬21例

中6例に出現を認めたのみであり p 又その変動を論ず

る事は出来なかった．

c) Proactivator+ Proplasmin 

前述と同様p 被検液o.sccにVaridase液 l滴を滴下

して Proactivator並びに Proplasminを検索した

が，人の場合その約30%にのみ出現を認めたのに対

し，第6図に示す如く犬の脳脊髄液に於いては，健康

犬及び脳浮腫犬全例にその出現を認め， Proactivator

の存在と共に Proplasminの一作在もうかがし、知る事が

出来，叉脳浮腫例に於いてそれらのJ泊加の傾向を認め

た．

第6図脳脊髄液中（犬）のProactivator+ 
Proplasmin 

＇~r 健康例 R画i何重例

d1 Propla串minactivator+ Proactivator 

人の目前脊髄液と問機に， Proplasmin液とVaridase

液とをかlえP ProplasminactivatorとProactivator

との両者を同時に測定したが，第7図に示す如く，健

康犬及び脳浮腫犬全例にlH現し，又後者に飴いてその

J曽加の傾向が，恋められた．

JOO 

" 

第7図 l脳脊髄液中（犬）のProplasmin-
activator+ Proactivator 

健康ff1J r R歯i書店仰j

3, 健康犬及び脳浮腫犬の脳実質中の Plumin；系

健康犬及び前述した実験刀法により脳浮腫を起させ

た犬の一定都位の脳実質をとりp 下記のロダンカリ処

理法により， ActivatorとInhibitorとに分緩して検

査した．

ロダンカリ処理．法23)

l.Ogの新鮮脳実質を取り，これに2M”KSCNIOαを

加えて，氷冷しつつ Potter'Homogeneizerにて均
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として牧存した．第9図に示す如く p 健康犬及び脳浮

Jj長犬1icr；~jに出現を認めたがp その差は一定の傾向が認

められなかった．

脳脊髄液及び脳実質中の I’lasmin系に関しての研究

脳実質中（犬jのTrypsi ninhi bi tor 

Nll5判豊1f1J

犬に於ける脳脊髄液と脳実質中の Plasmin系の相

互関係

既述の実験により得られた犬の脳脊髄液と脳実質中

の Plasmin系の間にF 何らかの相互関係があるか否

かを調べてみた，－j；， 第 10,II, 12, 13図に示される如

く，一定の関係は認められなかった．

質化し，約 11時間振迭した後遠心する．沈溢は更に2

M-KSCN JOccを加え，上述とい］刊にN＂作，遠心し，

更にもう l度これを繰返し，都合3回に亘ってf＇｝ら jし

た拍出液を合せてp !N-HCIにてpH1.0にする．この

際に液は混濁を生じ，これを遠心して沈澄と上清とに

分ける．沈溢 1Acti ,・a tor 1 I こ i 土 2M-KS℃~30ccを加

え，これに飽和重炭酸ソーダを加えて耐 7.0にする．

上清は，その量の1/10量のO.lMタングステン酸ソー

ダを加え，生じた沈溢を取り，凶 7.8の0.05Mパルピ

タール Bufferを加えて原量に戻す（Inhibitor).

a 1 Prop1asminaeti 1ator 

上述せる操作により得た被検液（Activator)0.5cc 

にProplasmin液0.5ccを加えF 良く混和し，その0.03
ccをFibrinplate上に滴下してP Proplasminacti-

vatorを検査した．第8図に示す如く，健康犬及び脳

浮彊犬全例に出現し，又悩浮撞例に於いてその約半数

は健康例と変らないがp 残りの約半数例に於いては著

明な僧加を示した．

健康例

第 9図

100 

"' 
so 

脳実質中（犬）のProplasminactivator第8図

一般に正常悩脊髄液中には蛋自分解酵素は存在しな

いと言われP 田辺も Casein分解法により検索して

Plasrninの存在を認めなかったと報告している．著者

の行った Heatedplate methodでも同様にその存在

を認めず，更に頭部外傷庖、者及び実験的に脳浮腫を起

させた犬の脳脊髄液中にもF 出血が著明でない限り，

Plasm inの出現を認内なかった． 併しながら田辺及

びKaplaniエ化般性髄膜炎に， 又Lenk及び Fletcher

は結後性髄膜炎に Plasrninの出現を認めたと報告し

ている．これらの髄摸炎症時に Plasminの出現する

第 11 図

総括並びに考按第4章

Ri&~n豊イJij健康仔IJ
耳

50 

b 1 TryPsininhlbitor 

前述により得た Inhibitor液0.5ccに， 一定単位の

Trypsin液 （62u/cc)0.5ccを加え，良く混和し，その

0.03ccをFibrinplate上に滴下しP Trypsininhibitor 

第 10 図
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に｜封j店主 Casein分解法により，日本脳炎，結核性髄

膜炎及ぴ化険性髄膜炎等，脳及び髄膜の炎症時の脳脊

髄液を検査し， Proactivatorの存在を認めたと報告

しているがp 著者は以上の実験により，脳外傷例のみ

ならず健康時脳脊髄液中にもその存在を認める事が出

来た．又i~t'.;i：外傷，IJ}、者及び実験的脳浮腫犬例に於いて

はp それらの増加の傾向を認めた．

次いで被検脳脊髄液に ProplasminとVaridaseと

を力日えて， ProplasminactivatorとProactivatorと

の両者を同時に検査した実験ではp 人及び犬共y全例

に溶解をみp それらの存在を認めると共U 脳外傷時

に於いて増加する事が認められた．

組織中の Plasmin系に関してはp 前述した如く，

Tissue kinaseの存在するほかp Phillip及びButler

は，子宮内膜p 脱落膜及び胎盤に Plasminを認めP

Fautl及びFitzpartricは人及び豚の脳に，又Astrup

及びAbstrechtsenは人及び豚の心臓と肺臓に， Pro-

plasminacti va torとTrypsininhibitorの存在する事

を認めた．著者も今回p 犬の脳実質中のPlasmin系を

検索しp ロダンカリ処理法により， Proplasminacti・

vatorと Trypsininhibitorの存在する事を認めた．

更に実験的に脳浮腫を起させた犬に於いもその約半

数例はp Proplasminactivatorの著明な増加を示し

た．併しながら Trypsininhibitorには一定の傾向が

認められなかった．

以上の実験結果によりp 犬に於ける脳脊髄液と脳実

質中の Plasmin系の問1：，何らかの相互関係が見出

されはしIt1,、かとおλ，検、Hしてみたがp その関係は

別らかにされなかった．

50 

H面持中（X）刊少ム;,J,,JiJi,
100,; 

のは，炎症による白血球の増加，髄膜透過性の充進p

脳組織崩壊等があってその結果出現するものであると

λわれている．

次は被倹液にProplasminを加えp Proplasminac-

tivatorの存在を検索したところ，犬では20%前後の

出現率であったが，人の場合にl/21,、ては90%前徒にそ

の出現をみ， Proplasminactivatorの存在を認めると

共に，船外傷例に於いてその治加の傾向を認めた．田

辺は明確にはされなかったがp 髄液中にも Plasmin-

inhibitorが存在するのではないかと推測し，又Flet-

cherは結後性髄膜炎時には明らかにその存在を認め

たと報告しているので，；皆i'fj；行ったこの一連の実験

に於いては Plasminを検索した場合を除いてp 各種

抑制物質を除去しないままで行っており，血中或いは

組織中にぬけると同様p 好都合にそれらを除去し得る

方法があったならばp各酵素系の出現度は更に増大しp

明確にされた事であろうと恩われる．

又同様にp 被検脳脊髄液に VaridaseをかIえF 髄液

中の Proactivatorを賦活せしめp 髄液中に存在する

と思われる Proplasminに作用せしめてその両者を検

査してみたが，人の場合，健康例10例中3例にp 受傷

者例ては22例中8例に出現を認めたのみであったがp

この不出現例については， Varidaseと供lこProplas-

minを加えた実験にUλ、て全例に溶解出現を認め，又

増大しておりp これにより髄液中には Proactivator

は存在するがpProplasminの存在しないためか，或い

は｛［－在しでも傾く微量のためにそのift1if'f出現を認める

宇ぷ出れなかったのではないかと思われる．これによt

し犬の均｛i＇には全例に 1IJ現し， Proactivatorの存在

とJ'<iこProplasminの印在をも認める事が出来た．先

50 
Rill安i§中（長）＂＇事事p•i• l•f.ib;toy 
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第5章結 論

人及び犬を使い，脳脊髄液及び脳実質中のPlasmin 

系に関し研究しP 更に臨床上並びに実験的脳外傷時に

於けるそれらの変動を追求し，政くの結果をq~｝－ t~.

1. 脳脊髄液中にはp 人，犬共p 健康例及びj悩外傷

例を問わず，著明な出血をみない限り， Plasminは証

明されなかった．

2. 脳脊箇液中には，人，犬Jt，全例に， Proact-

】vatorの存在を認めた．

Proplasminactivatorl;J:，人ではその殆んどの例にp

犬では少数例にその存在を認めた．

又Proplas minは，人では少数例にp 逆に犬では全

例にその存在を認めた．

3. 人，犬共健康例に比較して脳外傷例では，脳脊

髄液中の Proplasminactivator及び ProactiYator

の増加の傾向を認めた．

4. 犬の脳実質中にはp ロダンカリ処理法により，

Proplasminactiviator及びTrypsininhibitorの存在

を認めた．

5. 実験的脳浮，E重犬に於いてP 脳実質中のProplas-

minactivatorの鳩加の傾向を認めたが，Trypsininhi-

bi tor~ごは一定の傾向は認められなかった．

以上稿を終るに臨み終始御指導p 御縦援を賜った恩

師粟津教授並ひ・に長山講師に衷心より謝意を表する．
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